
 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生および青少年による地域活動の推進 

「地域活動への参加」記録カード 

 中学生全員に「地域活動への参加」記録カード

を町教育委員会より配付しています。記録カード

には保護者や主催者等地域の大人の方から印（ま

たはサイン）をいただく欄があります。 
活動終了後、励ましの言葉とともに押印（また

はサイン）していただき、がんばった中学生を勇

気づけてください。皆様のあたたかい言葉かけ

で、中学生たちは自己有用感を育てていきます。 

「中学生・青少年＝次代の担い手」という視点 

中学生・青少年を「お手伝いしてくれる人」と

いう視点ではなく「将来、ともに手をとりあって

まちづくりに励む若きパートナー」という視点で

接していただけると幸いです。 
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中学生・青少年による地域活動にご理解とご協力をお願いします！ 

自治会や育成会でも活躍の機会を!! 

例年、自治会の奉仕活動やお祭り、育成会行事

の小学生支援などでも中学生が活躍しています。

地域活動に中高生を誘ってみてください。 

中学生・青少年による地域活動のねらい & メリット 

この取り組みは、中学生及び青少年が地域社会を基盤とした多様な体験や出会いをとおして、 

自己肯定感や自己有用感、郷土愛を育てることをねらいとしています。 

【壬生町社会教育委員の会議】が 2013 年９月に行った地域活動に関する調査で、積極的 

に地域活動に参加している生徒は「自分は誰かの役に立つことができる」と自己評価している 

割合が高いことがわかりました。ともに活動する大人の方との心地よいふれあいをとおして、 

自己有用感を育てていくことができるのが、地域活動のよさの一つといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※地域活動に関する調査結果の詳細は、教育委員会ホームページ（トップページのお知らせ「平成２５年度 社会教育委員の会議 答申書」）でご覧いただけます。 検 索 
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「中学生および青少年による地域活動」には愛称があります‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度に開催される予定の地域活動（一部抜粋）になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

（※写真・感想：令和元年度） 

 
• 私はこれまで、カルタをする側として参加し

ていたのですが、今年初めて、ボランティア
として小学生のお手伝いをして、大会の裏に
はたくさんの方々が携わっているということ
を知ることができました。 
 

• 今回、ボランティアに参加してとても楽しか
ったことは、小学生との交流です。一生懸命
にカルタをとっている姿を見て、ボランティ
アに参加して本当によかったと思いました。 

 

• 参加している小学生たちがとても 
可愛かったです。今回が初めての 
地域活動で不安だったけど、地域 
の方々が助けてくれて、とても嬉 
しかったです。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（※写真・感想：令和元年度） 

 
• 自分が主役でなくても、今年、二十歳を迎え

た方へのお祝いの気持ちを持って活動する
ことができました。将来、自分が主役の立場
になったら、たくさんの方にお祝いされるよ
うな人になりたいです。 

 
• 今回初めて地域活動に参加し、成人式という

場に自分たちが参加できて貢献できたこと
は嬉しく思います。新成人の方々に「ありが
とう」を言ってもらえたので、参加できてよ
かったと思いました。 

 

• 私の知っている先輩がいました。私は、あま
り人に話しかけるのが苦手なので、今回多く
の新成人の方に話しかけられて良かったで
す。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人と人とのふれあいをとおして多くの人が笑顔になってほしい」、「笑顔があふれるあ

たたかい壬生町であってほしい」、「壬生町の中で一人一人がきらきら輝いてほしい」など

の願いを込め、平成 26 年度に開催した「地域活動に励んだ中学生および青少年の交流会」

の中で愛称を『ふ.る.る Mibu』と決定しました。地域活動に対する思いがギュッと

詰まった「○ふれあい」「スマイ○ル」「あふれ○る」の３つの言葉を選び、それぞれから○の

１字ずつをとって『ふ.る.る Mibu』という愛称を付けました。 

「ふ.る.る」には、町民の心があたたかい気持ちで 

満たされる「Full」、壬生町にたくさんの笑顔が降り 

注ぐ「降る」、壬生町をふる
・ ・

さととして愛してほしい 

などの思いも込められています。また、中学生および 

青少年による地域活動が、人と人とをつなぐ架け橋と 

なれるよう虹をイメージしたロゴデザインにしました。 
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